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別
表
第
７
の
１
の
表
中 「

授
業
料
、
入
学

料
及
び
入
学
考

査
料

高
等
学
校
等
が
所
在
す
る
都
道
府
県
の
条
例
に
定
め
る
都
道
府

県
立
の
高
等
学
校
等
に
お
け
る
額
以
内
の
額
。
た
だ
し
、
市
町

村
立
の
高
等
学
校
等
に
通
学
す
る
場
合
は
、
当
該
高
等
学
校
等

が
所
在
す
る
市
町
村
の
条
例
に
定
め
る
市
町
村
立
の
高
等
学
校

等
に
お
け
る
額
以
内
の
額
。

」

を

「

授
業
料

入
学
料
及
び
入

学
考
査
料

高
等
学
校
等
（
公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料
の
不
徴
収
及
び

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
2
2年

法
律
第
1
8号
）
第
２
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

に
通
学
す
る
場
合
は
、
同
法
の
施
行
前
に
当
該
高
等
学
校
等
が

所
在
す
る
都
道
府
県
の
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
た
都
道
府
県
立

の
高
等
学
校
に
お
け
る
額
以
内
の
額
。

高
等
学
校
等
が
所
在
す
る
都
道
府
県
の
条
例
に
定
め
る
都
道
府

県
立
の
高
等
学
校
等
に
お
け
る
額
以
内
の
額
。
た
だ
し
、
市
町

村
立
の
高
等
学
校
等
に
通
学
す
る
場
合
は
、
当
該
高
等
学
校
等

が
所
在
す
る
市
町
村
の
条
例
に
定
め
る
市
町
村
立
の
高
等
学
校

等
に
お
け
る
額
以
内
の
額
。

」

に
改
め
る
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外特第 号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
の
基
準
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
第
１
第
２
章
の
２
の
`
中「

6
9¶
9
6
0円
」

を「
6
9¶
8
1
0円
」

に
改
め
る
。

別
表
第
３
の
１
の
表
中「

1
1
8¶
0
0
0円
」

を「
1
2
0¶
0
0
0円
」

に
改
め
る
。

別
表
第
６
の
１
の
表
中「

1
8
2¶
0
0
0円
」

を「
2
0
2¶
0
0
0円
」

に
改
め
る
。

別
表
第
７
の
１
の
表
及
び
２
中「

7
0¶
0
0
0円
」

を「
7
2¶
0
0
0円
」

に
改
め
る
。

別
表
第
８
の
１
の
表
中「

1
9
9¶
0
0
0円
」

を「
2
0
1¶
0
0
0円
」

に
、「1

5
9¶
2
0
0円
」

を「
1
6
0¶
8
0
0円
」

に
、「1

7
4¶
1
0
0円
」

を「
1
7
5¶
9
0
0円
」

に
、「1

3
9¶
3
0
0円
」

を「
1
4
0¶
7
0
0円
」

に
改
め
る
。

別
表
第
８
の
３
の
表
中「

1
1¶
2
3
0円
」

を「
1
3¶
3
3
0円
」

に
、「9¶

8
3
0円
」

を「
1
1¶
6
6
0円
」

に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
の
基
準
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
第
１
第
２
章
の
６
中
「児

童
１
人
に
つ
き
次
の
表
に
掲
げ
る
額

」
を
「1

5歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

3
1日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
１
人
に
つ
き
1
3¶
0
0
0円

」
に
改
め
、
表
を
削
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
の
基
準
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
医
療
機
関
医
療

担
当
規
程
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
六
条
第
一
項
中
「
考
慮
す
る
よ
う
」
の
下
に
「
努
め
る
と
と
も
に
、
投
薬
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
患
者
に
後
発

医
薬
品
を
選
択
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
等
患
者
が
後
発
医
薬
品
を
選
択
し
や
す
く
す
る
た
め
の
対
応
に
」
を
加
え

る
。
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